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土壌中のC].oatr_idiumweJ.chiiの耐熱性菌

とそのHobbs Typeについて（第1報）

秋田県衛生科学研究所 金 鉄三郎

まえがき

ウエルシュ菌(ClostridiumWelchii 
Clostridium Perfringens)による食

中毒について最近特に各方面で関心が深まり，そ

の研究発表も多見されるところである。これら食

中毒の細菌学的検索で検出した耐熱性菌を．その

原因菌と決定するには慎重であらねばならない。

本菌の正常人糞便中の分布についての実情を把

握してなくことの必要性は，赤真9らの強調して

いるところであり，筆者へもまた健康成人糞便中／

実験方法

1 土壌採取について

①検体採取場所は図に示したとおりであり，

42年5月～9月までと， 43年7月に，日

本海岸および秋田市に最寄りの河川を選びそ

の1II岸の土砂を採販した。採販検体数は表1
のとおり， 42年は380,43年には200

合計58 0件である。

②採取方法は 1地区を 10区画に分け．その

1頒Jの臨より各5紐を輝，延50検

体を収集した。

1検体はほぼ 200gの土砂を採阪ポリエ

チ V ン袋に入れて持ち帰り．供試材料とした。

a培養 方 法

① 耐熱性菌の増菌培地としては，自家製の馬

肝々片プイヨンを使用したo

②鎌気性菌分離培養基としては，市阪のC.w

寒天基礎培地（ニッサン）に•卵黄液を加え

のウエJVジユ菌調査の一端を報告した。また山県3

はこれら食中毒超因の嫌気性菌の保有母体とみ

られる士壌印分布についての研究で，その環境を

究明することの重要性を挙けている。

この土攘中に土ける耐熱性ウエルシュ菌分布の

実際を探ぐるぺく筆者は．県内主要地点の土砂に

ついて検査を実施し，若干の成果を得たので報告

する。
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て使用した。

③ 微気性培養法

真空ボンプ吸引による Novy's

の方法によった。

表1 検体採取場所、検体数

jar 

闘 地区区 分 採取場所 検体数

42.5 本荘 子吉川岸 10 60 

42.6 船JII 海岸 10 50 

岩館 II LO 50 

42.7 八森 ／／ 10 50 

下浜 ‘’ 10 5 0 

4 2.8 大潟 中央開拓畑 3 50 

4 2.9 
土崎 海岸 10 50 

門前 ‘’ 10 50 

雄物Jll岸437 私 10 50 

雄 n岩見川岸 10 50 

4 3. 7 秋田 旭川岸 10 50 

大曲 丸子III岸 10 | 50 

計 1 I 2地区 l l 3個 580 

a 耐熱性菌の分離法

それぞれのサンプルを約 5g宛に肝々プイ

ヨンに投入し， 10 0℃ 1時間加熱後急冷し

次いで 3.7℃フラン器内にて， 20時間以上

鏡察する。明らかに増殖を示し，ガス発生と

揺出を認めたものについて， CW寒天培地に

分離， 37℃で 18時間嫌気性培養を行ない

その発育コロニーについて諸性状を検査した

4. 分離菌株の形態および生化学的性状検査

分離菌株の諸性状浚蒼は表2のとおりに実施

したもので検査法は，辺野喜4)のテキスト，

その他5)によつた。

血清型別法

分離された耐熱性ウエJレジュ菌の血清学的

型別法は，市阪の耐熱性ウエJVジュ菌(A型）

紐清東芝製を用いた。 Zeissler 寒天

に純培養の被検茜液を作製し，のせガラス上

にて凝集反応を実施して，その Hobbs型別

を分類した。
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表 2 Cl$We:.chi i菌の諸性状
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性 状 方 法 成 績

染 色 性，1 グ ラ ム 染 色 田

形 態 II 大梓困

好 気 性
普 通 寒 天 3 7℃ l 日

血 液 寒 天 1 日 日

肝々プイヨン 1 0 0℃ 6 0分加熱 ,,. 田 G田

CW  乳 光 反 応 嫌 気 性 田

卵黄培地 d 抗 毒 素 抑 制 培養 3 7℃ ~ 1 日 田

” 田
血液培地 溶 血

性，I培養後室混放置 コロニー変色田

牛乳培地 凝 固 試 験 1 3 7℃ 
l 

田

（鉄 加） 醗 酵 試 験 1 日 田

インドーJV反瓦； コ ノ＜ ツ ク 氏 法 3 7℃ ~ 3 日 日

運 動 性
Bacto-Tl1.ioglycollate 3 7℃~2日 （→ 

Medium Without DeXtrose(Difco)＋寒天

炭水化物 ラ ク 卜 セ＇ 3 7℃ 田

分 解 生月ヒ
白 糖， l 日

プ ド 糖 3 日
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l 実験成績

L 実験の結果，表 3のとおり， 12地区113

個所， 580倹体から 10 0℃ 1時間の耐熱

性を有する菌株67を分離口尋た。

2 1 0 0℃ 1時間に耐えた 67株vcついてそ

のHobbs血清型vc分類出来たのは， 34 

表 3 土壌中の耐熱性 菌 と そ の Hobbs

....::5'3-

株であり，これは 58 0検体の6.86彩匹あた

るo 耐熱性株のHobbs Type率は表4のと

砂である。

3. Hobbs血清型別で多いものは，‘rypell

4~-:r;: f。P がem;:oyp：ジ／

Type 

／ 

採坂， i 成 績

区 分 ！ ；検体数 1耐熱 Hobお検出 1型別 Hobbs ぅype

iヶ所 1 性株 型！率彩 不能 1 4 : 5 6 7 10↑ 11 I 1 13 

岸： 10! 
.....---- -

子 吉川 50 日
i 船川 海 岸 ‘10 50 日

岩 館 ” 
; I 1 0 50 3 

゜
3 

八 森 “ 
； '1 0 50 日．． 

下 浜 ” 
1 0 50 5 5 1 0 5 

太潟村中央開拓畑 3 50 （→ • --
／土 崎 海岸 1 0 50 8 6 1 2 2 1 1 2 1 1, 

門 前 ‘’ 1 0 50 日
雄 物／ IIl 岸 1 0 50 1 3 3 6 1 0 1 2 

岩 見 II 1 0 50 2 1 2 1 1 

旭 JI I 芹..... I 0 50 16 8 1 6 8 3 1 2 ・2_ 

丸千 JI I 岸 1 0 50 20 ll 22 ， 11 
• ←..  

1 1 3個所 580 67 34 5. 8 6 33 ， 1 I 2 2 8 12 4 

-̀------=-

考 察
I • I 
~ • I ， 

表4 耐熱性株の Hobb_s Type率
分離株数 9 ` 

域 l 恥 l地

岩館海岸

下浜海岸

土崎海岸

雄物JII岸

岩見川岸

旭川絆

丸子川岸
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山県 3)による実験では． 75 6個のサンプル

で，その中の 10個がHobb$型で検出率L32

彩であり，辺野喜らは東京都の泥砂で 44彩．林

らの成績では，長崎で8.3彩，沖縄で5.7彩の検 I

出率であったことを引用している。これらに比較

して私が得た5.8 6彩という成績は，ほぼその中

間に位するものであるが，表 3のように採取地点

によっては0彩から 22彩という高率な地区（大

曲，丸子川岸）を認めることが出来る。

更にH'?b b s型が検出された地区について，

類冤澤を具体的に検討してみると．下浜

,..._ 
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海岸は真夏の海水浴ツーズンで海水浴客が可成り

の混雑を呈した日曜日の採取であり，岩館海岸は

同→寺期でありながら海水浴客のまばらな平常日

の採取であつたのである。又，土崎海岸は船泊の

出入はげしく，港内に碇泊の商船も数多く，人糞

等による汚染が考えられる。このことは，八森，

門前等の海水汚染の少ない海岸から採取の場合は

本菌の検出 0という結果が得られたことからもう

なづけるものと思う。

一方川岸では秋田市中央繁華街を貫く旭川の川

反を中心として採取したものや，新屋人橋から雄

物川河口におよぶ地点，大曲市を中断して流れる

丸子川岸など，いずれも汚物の堆積する地帯であ

つて，ここから高率にHobbs型が検出された

が，この繁華な地点と対照的な子吉川河口等から

は検出されなかつたことにも，このことを裏付け

られるものがある。これらの諸要因から推して，

ウエルジュ菌の汚染は，採取時期，採取地域，な

よび環境等によつて左右され，人間の介在がなに

よりも大きな影聾を与えるものであるように考え

られる。

因に健康成人の糞便には相当高率にHobbs

Typeの耐熱性菌を保有していることは，前年

記 2)にて私の報告したとなり． 2a6彩であ

り，赤真` ）らによると 50彩という報告もある。
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県内 12地区より無作為的に採取した土攘サ

ンプ/V58 0検体より Cl.ostridiumwe-

lchii耐熱株は 67株で．その中にHobb-

s Type型別が出来たのは 34株(li9彩）

であった。

Hobl:> s型月蝉では， TypeI l::,;aよ

び 1型が高率に認められた。
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